
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手労働局（局長 永田
な が た

 有
たもつ

）では、平成30年11月を「過重労

働解消キャンペーン」期間とし、長時間労働の削減等の過重労働解消

に向けた取組の推進を図ります。 

 「過重労働解消キャンペーン」の一環として、岩手労働局長が昨年

に引き続き、岩手県のベストプラクティス企業（注）を訪問し、企業ト

ップに対する「働き方改革」の要請や企業の労働者との意見交換等を

行います。 
 

記 

 

ベストプラクティス企業への職場訪問 

１．訪問日時等 

日 時  平成30年11月 29日（木） １０：００～ 

場 所  株式会社 長島製作所 前沢工場 

（奥州市前沢区字新城58番地1） 

    ２．当日のスケジュール（予定） 
    （１）労働局長から(株)長島製作所に「働き方改革」の要請 

    （２）(株)長島製作所から長時間労働削減に向けた具体的な取組の紹介 

    （３）工場を視察し具体的な取組状況について確認 

    （４）取組の効果について労働局長と(株)長島製作所の職員と意見交換 

（注）ベストプラクティス企業とは、地域において長時間労働削減に向けて積極的に取り組んでいる企業を

いいます。 

 ※ 取材に当たってのお願い 

 取材を希望される場合は、11月 27日（火）までに右上の担当までご連

絡をお願いします。 

担 

 

当 

岩手労働局労働基準部監督課 

監 督 課 長 宮﨑一彦 

主任監察監督官 平松正俊  

（電話）019-604-3006 

(FAX)  019-604-1534 

11月29日に労働局長がベストプラクティス企業を訪問 
 

～ １１月は「過重労働解消キャンペーン」期間です ～ 
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平成30年11月29日 
 

 株式会社 長島製作所 
代表取締役社長 新宮 由紀子  様 

 

「働き方改革」の推進について 

 
 

 日頃から労働行政の推進に当たり格別の御高配を賜り、厚く感謝申し上げます。 
 さて、岩手県の経済情勢は緩やかな回復基調にありますが、経済の好循環を実現するた

めには、労働者の意欲や能力が一層発揮され、労働生産性を向上させていくことが重要で

あり、特に、人口減少が進む中では、女性をはじめとするすべての人々が、健康で安心し

て働くことができるよう、多様で柔軟な働き方を実現することが求められているところで

す。 

 

しかしながら、岩手県内の状況をみますと、平成29年の一人平均総実労働時間（30人

以上事業所）は1,888時間と全国平均の1,781時間より107時間長く（全国6番目）、平

成 28年の年次有給休暇の取得率は、全国平均 50.95％を下回り 48.07％（全国 37番目）

となっているところです。 

 

また、全国における雇用者の約４割を占める非正規雇用者については、正規雇用者との

間に賃金などにおいて待遇格差があることから、長時間労働の是正に加え非正規雇用労働

者の待遇改善などを推進することが求められております。 

 

こうした中、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（以下「改正法」

という。）が、平成30年７月６日に公布されたところです。 

 

改正法は、労働者がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できる社会を実現する

働き方改革を総合的に推進するため、長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇

用形態にかかわらない公正な待遇の確保等のための措置を講じるものです。 

 

岩手労働局では労働局長などが県内の経済団体、労働団体等を訪問し、改正法の周知及

び働き方改革の推進について、傘下企業等における取組に向けた協力要請などを行うとと

もに、県内の主要企業を計画的に訪問し、企業トップに対してその重要性を認識された上

で、各企業の実情に応じた働き方の見直しに取り組まれるよう要請しています。 
 
つきましては、貴社におかれましても、所定外労働時間の削減や年次有給休暇の取得促

進及び正規労働者、非正規労働者の間の不合理な待遇差の解消など、「働き方改革」に取

り組まれるよう、御協力の程、何とぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
                         岩手労働局長 
                          永 田  有 



 

 

岩手労働局における「過労死等防止啓発月間」における取組について 

 厚生労働省では、11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等をなくすためにシンポジウムや

キャンペーンなどの取組を行います。 

 この月間は「過労死等防止対策推進法」に基づくもので、過労死等を防止することの重要性について

国民に自覚を促し、関心と理解を深めるため、毎年11月に実施しています。 

 全国での取組はこちら ⇒厚生労働省  専用WEBサイト  過重労働解消キャンペーン 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign.html 

○岩手労働局での取組について 

１ 過重労働解消キャンペーンについて 
(１) 労使の主体的な取組の推進 

 使用者団体や労働組合に対し、長時間労働削減に向けた取組に関する長時間労働削減に向け

た取組に関する周知・啓発等について、労働局長名による協力要請を行い、労使の主体的な取

組を促進します。 

要請内容はこちら ⇒  使用者側団体  労働者側団体 

【10月30日更新】 11月7日に岩手県中小企業団体中央会に対して労働局長による要請を

行います 

(２) 労働局長によるベストプラクティス企業への職場訪問の実施 

 労働局長が長時間労働削減に向けた積極的な取組を行っている「ベストプラクティス企業」

を訪問して取組事例を収集し、ホームページ等を通じて紹介します。 

【11月14日更新】 11月29日に(株)長島製作所 前沢工場を労働局長が訪問します 

(３) 重点監督の実施 

 長時間にわたる過重な労働による過労死等に係る労災請求が行われた事業場等、長時間労働

が疑われる事業場等に対して監督指導を実施します。 

⇒ 11月以降、岩手労働局内の各労働基準監督署において実施予定です。 

(４) 電話相談の実施 

 「過重労働解消相談ダイヤル」（無料）を全国一斉に実施します。 

実施日時；平成30年11月4日（日）9：00～17：00  

フリーダイヤル ０１２０－７９４－７１３ 

※「過重労働解消相談ダイヤル」以外にも、常時相談や情報提供を受け付けています。 

①岩手労働局及び最寄りの労働基準監督署（開庁時間 8：30～17：15） 
労働基準監督署一覧⇒  https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/kantoku.html 

       ②労働条件相談ほっとライン【委託事業】 

    ０１２０－８１１－６１０（フリーダイヤルはい！労働） 

      詳しくはこちら ⇒ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000088143.html 

２ 過労死等防止対策推進シンポジウムについて 
 盛岡市において、過労死とその防止について考えるシンポジウム（参加無料）を開催します。 

開催日時；平成30年11月22日（木）13：30～16：00（受付13：00～） 

会  場；岩手教育会館 ２階 多目的ホール （盛岡市大通１丁目１－16） 

詳しくはこちら   ⇒ 過労死等防止対策推進シンポジウム 岩手会場 

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/pdf/iwate.pdf 

お申し込みはこちら ⇒ https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/01 

全国の状況はこちら ⇒ https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo 

厚生労働省シンポジウム事業受託事業者 株式会社プロセスユニークのホームページへ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign.html
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/kantoku.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000088143.html
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/pdf/iwate.pdf
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/01
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo





